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九
月
十
二
日
。
福
江
支
店
二

階
で
「
Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
生

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
当
Ｊ
Ａ

管
内
の
小
・
中
学
生
対
象
に
行

い
ま
し
た
。「
書
道
コ
ン
ク
ー

ル
」
は
共
済
事
業
の
相
互
扶

助
・
思
い
や
り
の
精
神
を
、
次
代
を
に
な
う

小
・
中
学
生
に
も
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
児

童
・
生
徒
の
書
写
教
育
に
貢
献
す
る
事
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
小
学
生
半
紙
の
部
一
八
一

二
点
（
昨
年
一
八
三
六
点
）、
中
学
生
半
紙
の

部
一
一
八
八
点
（
一
三
〇
二
点
）、
条
幅
の
部

一
〇
九
点
（
二
七
点
）
の
応
募
が
あ
り
、
小
学

生
一
八
一
四
名
（
一
八
三
九
名
）、
中
学
生
一

一
八
九
名
（
一
三
〇
二
名
）
に
参
加
し
て
頂
き

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
外
部
よ
り
三
名
の
有

識
者
を
審
査
員
と
し
て
招
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
員
か
ら
は
「
啓
発
運
動
を
も
っ
と
や
っ

て
い
く
べ
き
。
時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
夏
休

み
前
な
ど
に
指
導
者
を
呼
ん
で
書
道
大
会
な
ど

を
開
催
す
る
の
も
書
道
を
広
め
る
一
つ
の
方
法

で
は
な
い
か
。」
と
貴
重
な
ご
意
見
も
頂
き
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
条
幅
・
半
紙
の
部
と

も
各
学
年
か
ら
優
秀
賞
三
点
、
佳
作
三
点
を
選

出
。
優
秀
賞
を
Ｊ
Ａ
代
表
と
し
て
県
コ
ン
ク
ー

ル
へ
出
品
し
、
各
部
・
各
学
年
の
最
高
一
点
の

み
が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品
さ
れ
ま
す
。

JA共済

小小
・・
中中
学学
生生
書書
道道
ココ
ンン
クク
ーー
ルル
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………………………………………………………………

九
月
六
日
。
青
年
部
の
西
部
・
三
井
楽
支
部
は
、
浜
窄
小
学
校

の
児
童
と
学
校
敷
地
内
の
畑
に
野
菜
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。
同
校

は
毎
年
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
地
元
農
家
を
招
き
、
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
ダ
イ
コ
ン
と
ニ
ン
ジ
ン
の
種
を
ま
き
、
ネ

ギ
の
球
根
と
種
ジ
ャ
ガ
を
植
え
ま
し
た
。
児
童
は
農
家
の
方
に
一

つ
一
つ
植
え
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
楽
し
く
作
付
し
て
い
ま
し
た
。

浜
窄
小
学
校
は
今
年
度
で
閉
校
す
る
た
め
、
今
回
が
最
後
の
種

ま
き
と
な
り
ま
す
。
作
業
を
終
え
た
児
童
は
「
ニ
ン
ジ
ン
や
ダ
イ

コ
ン
の
種
が
小
さ
か
っ
た
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
浜
窄
小
学

校
で
野
菜
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
今
年
が
最
後
な
の
で
大

切
に
育
て
ま
す
。」と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

育
て
た
野
菜
は
十

二
月
二
日
に
開
催
さ

れ
る
『
浜
っ
子
ま
つ

り
』
の
調
理
活
動
で

使
用
す
る
予
定
で
す
。

九
月
十
九
日
。

岐
宿
小
学
校
の
五

年
生
三
十
名
は
Ｊ

Ａ
職
員
と
稲
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
保
護

者
や
先
生
方
と
も

協
力
し
な
が
ら
手
際
よ
く
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

稲
刈
り
を
終
え
た
児
童
は
「
か
ま
の
使
い
方
や
稲
の
刈
り
方
を

教
え
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
」
と
作
業
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

稲
刈
り
を
行
っ
た
田
ん
ぼ
を
管
理
す
る
岐
宿
町
の
樽
角
静
雄
さ

ん
は
「
み
ん
な
怪
我
無
く
終
わ
っ
て
よ
か
っ
た
。」
と
笑
顔
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
十
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
る
『
岐
宿
っ
子
ま
つ

り
』
で
、
も
ち
米
を
使
っ
て
餅
つ
き
を
し
ま
す
。

今年度が最後となる…
―浜窄小学校野菜種まき―

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななでででででででででででででででででででででででででででででででででででででで協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててててててててて稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
―岐宿小学校稲刈り―
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………………………………………………………………

平
成
三
十
年
度
第
六
回
理
事
会

平
成
三
十
年
九
月
二
十
一
日
㈮
開
催

農
林
中
央
金
庫
長
崎
支
店
の
職
員
三
名
が
九
月
十
日
か
ら
の
二

週
間
、
Ｊ
Ａ
管
内
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
共
同
組
合
活
動
や
農
家
と
の
直
接
的
な
ふ
れ
あ
い

の
大
切
さ
を
学
び
、
体
験
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
系
統
の
組
織
基
盤
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
三
名
は
支
店
や
せ

り
市
の
業
務
や
農
産
園
芸
部
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
報
告
会
で
三
名
は
「
自
分
自
身
に
と
っ
て
と
て
も
か

け
が
え
の
な
い
経
験
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
自
分
の
大
き
な
財
産
と

し
て
長
崎
支
店
に
戻
っ
て
も
努
力
し
て
、
ま
ず
は
長
崎
支
店
内
で

認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
目
の
前
の
業
務
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
強
く
語
り
ま
し
た
。

次
第

1

議
案
事
項

議
案
№
1

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

※
可
決
承
認
さ
れ
た

議
案
№
2

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

※
可
決
承
認
さ
れ
た

議
案
№

そ
の
他

2

報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
八
月
末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
3

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
八
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
4

固
定
資
産
の
入
札
結
果
に
つ
い
て

①
本
店
配
送
セ
ン
タ
ー
屋
根
改
修
工
事

②
富
江
ト
マ
ト
選
果
施
設
改
修
工
事

報
告
№
5

平
成
三
十
年
度
下
期
理
事
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

報
告
№
6

平
成
三
十
年
八
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
7

平
成
三
十
年
九
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
8

平
成
三
十
年
度
産
普
通
期
米
買
取
価
格
に
つ
い
て

報
告
№
9

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
№

そ
の
他

かかかかかかかかかかかかかかけけけけけけけけけけけけけけががががががががががががががええええええええええええええののののののののののののののなななななななななななななないいいいいいいいいいいいいい経経経経経経経経経経経経経経験験験験験験験験験験験験験験ととととととととととととととななななななななななななななっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたた
―農林中央金庫JA現地研修―
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………………………………………………………………

九
月
二
十
日
。
は
ま
ゆ
う
部
会
は
上

大
津
公
民
館
で
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
し
た
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
部
会
が

定
期
的
に
管
内
各
地
区
で
開
い
て
い
る

も
の
で
健
康
的
に
過
ご
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

血
圧
測
定
の
後
、
今
回
は
体
を
使
っ

た
頭
の
体
操
や
毛
糸
を
使
っ
て
の
エ
コ

た
わ
し
作
り
、
パ
ズ
ル
を
使
っ
た
脳
ト

レ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

「
簡
単
そ
う
に
見
え
る
け
ど
、
い
ざ
自

分
が
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
。」と
苦
戦

し
な
が
ら
も
部
会
員
さ
ん
と
協
力
し
な

が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
作
業

し
て
い
ま
し
た
。

楽しく脳脳トトレレ
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………………………………………………………………

九
月
一
日
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
『
親
子
の

つ
ど
い
』
と
し
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
本
店
出
荷
所
内
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
親
子
が
参
加
し
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
他
に
ス
イ
カ
割
り
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
行
い
楽
し
み
ま
し
た
。

事
前
に
用
意
し
て
お
い
た
手
作
り
の
焼
肉
の
タ
レ

と
五
島
産
食
材
を
使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
堪
能
。

参
加
者
は
夏
の
終
わ
り
の
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

九
月
二
十
六
日
。
岐
宿
小
学
校
二
年
生
十
六
名
が
、
直
売
所

『
五
島
が
う
ま
い
』
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
に
児
童
は

直
売
所
内
で
、
商
品
は
何
が
あ
る
の
か
、
い
く
ら
で
売
っ
て
い

る
の
か
を
調
べ
て
い
ま
し
た
。
変
わ
っ
た
野
菜
や
果
物
が
あ
る

と
、「
こ
れ
は
何
？
」
と
積
極
的
に
担
当
者
に
尋
ね
、
梨
の
種

類
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

見
学
の
後
に
行
わ
れ
た
質
問
タ
イ
ム
で
「
一
番
売
れ
て
い
る

商
品
は
何
で
す
か
。」
と
い
う
質
問
に
、『
五
島
が
う
ま
い
』
売

れ
筋
の
ル
ビ
ー
ト
マ
ト
を
振
る
舞
わ
れ
、
子
供
た
ち
は
「
鳥
肌

が
立
つ
ほ
ど
美
味
し
い
！
」
と
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

楽しく学習
―岐宿小学校直売所見学―

夏の終わりの
思い出

―フレッシュミズ部会 親子のつどい―

ルビートマト
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………………………………………………………………

九
月
九
日
。
Ｊ
Ａ
島
原
雲
仙
南
有
馬
給
油
所
で
Ｓ
Ｓ
ド
ラ
イ
ブ

ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
競
技
会
が
行
わ
れ
、
県
下
の
Ｊ
Ａ－

Ｓ
Ｓ
よ
り
各

地
区
を
代
表
す
る
職
員
が
出
場
し
ま
し
た
（
フ
ル
部
門
十
三
名
、
セ

ル
フ
部
門
七
名
）。
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
フ
ル
部
門
に
大
川
職
員
（
崎
山

給
油
所
）、
境
目
職
員
（
本
山
給
油
所
）、
セ
ル
フ
部
門
に
熊
川
職
員

（
Ｓ
Ｓ
本
店
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

本
番
前
の
九
月
六
日
に
は
Ｓ
Ｓ
本
店
で
模
擬
競
技
会
を
行
い
、
競

技
者
三
名
は
士
気
を
高
め
、
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。
今
年
度
は
レ
ベ

ル
が
高
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
残
念
な
が
ら
入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、

境
目
職
員
が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

境目職員に審査員特別賞
―SSドライブウェイサービス競技会―

左から
熊川職員
大川職員
境目職員

審査員特別賞を
受賞した
境目職員
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………………………………………………………………

九
月
十
三
、
十
四
日
の
両
日
、
平
成
三
十
年
九
月
期
せ
り
市
（
二
か
月
に
一
度

で
奇
数
月
開
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
牛
の
平
均
価
格
は
七
九
万
六
五
六
五
円

（
前
回
比
四
・
三
％
高
）
と
な
り
ま
し
た
。
市
場
に
は
畜
産
農
家
一
七
六
戸
が
子

牛
五
〇
四
頭
、
成
牛
四
五
頭
、
計
五
四
九
頭
の
黒
毛
和
牛
を
上
場
（
売
却
五
四
五

頭
、
本
人
四
頭
）。
子
牛
の
最
高
価
格
は
一
五
二
万
二
八
〇
〇
円
、
成
牛
の
最
高

価
格
は
一
一
四
万
四
八
〇
〇
円
で
し
た
。

畜
産
担
当
者
は
「
今
回
は
、
出
荷
月
齢
が
雌
・
去
勢
子
牛
と
も
に
前
回
を
下
回

り
、
若
い
牛
が
中

心
の
上
場
と
な
っ

た
。
出
荷
体
重
が

月
齢
の
応
じ
た
も

の
が
多
か
っ
た
の

が
高
値
維
持
の
要

因
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
購
買
者
に
感

謝
し
た
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。

今
後
Ｊ
Ａ
で
は
、
購
買
者
誘
致

の
強
化
及
び
子
牛
育
成
指
導
に
力

を
注
ぎ
、
発
育
の
良
い
、
購
買
者

に
好
ま
れ
る
子
牛
生
産
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

青
色
申
告
会
は
九
月
十
四

日
、
本
店
で
平
成
三
十
年
度

の
役
員
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業
取
り

組
み
状
況
の
報
告
や
今
年
度

の
事
業
計
画
を
協
議
、
二
年

に
一
度
の
役
員
改
選
も
行
い

ま
し
た
。

同
申
告
会
は
会
員
の
納
税

意
識
の
向
上
と
税
務
経
理
技

術
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
農
業
経
営
の
改
善
合
理

化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
二
〇
〇
九
年
に
建
立
。
Ｊ

Ａ
や
税
理
士
に
処
理
を
依
頼

す
る
こ
と
で
、
よ
り
簡
単
に

正
確
な
申
告
を
行
っ
て
い
ま

す
。会

員
数
は
三
十
年
四
月
末

で
青
色
一
五
二
名
、
白
色
が

一
〇
八
名
。
役
員
改
選
よ
り
、

近
藤
慶
一
さ
ん
が
会
長
と
な

り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
青
色
申
告
制
度

の
メ
リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
で
新
規
加
入
を
促
進
し
、

農
業
経
営
診
断
に
よ
る
会
員

の
農
業
経
営
の
向
上
に
繋
げ

た
い
考
え
で
す
。

購買者に感謝
―9月期せり市―

平成30年度9月せり市成績表（子牛）※税込、落札価格のみ税抜
前回比
（%）
102．6
107．1
104．3

平均体重
（kg）
264
288
277

kg 単価
（円）
2，715
3，017
2，881

平均価格
（円）
716，491
868，722
796，565

最高価格
（円）
1，522，800
1，344，600
1，522，800

落札価格
（円）

157，230，000
211，550，000
368，780，000

売却
（頭）
237
263
500

性別

メ ス
去 勢
合 計

知ってほしい青色申告会
―平成30年度青色申告会役員総会―

ごとう 10



………………………………………………………………

九
月
二
十
六
日
。
本
山
地
区
の
和
牛
共
進
会
を
本
山
農
業
倉

庫
前
の
広
場
で
行
い
ま
し
た
。
最
高
賞
と
な
る
名
誉
賞
は
総
合

的
に
優
れ
て
い
た
一
区
首
席
の
水
戸
定
雄
さ
ん
出
品
「
り
え
こ

号
」（
父
「
金
太
郎
3
」、
母
の
父
「
金
幸
」、
母
の
母
の
父
「
平

茂
勝
」）。

出
品
区
分
は
、
雌
を
一
定
範
囲
の
月
齢
に
分
け
て
、
一
区
か

ら
三
区
ま
で
設
定
し
て
実
施
し
、
関
係
機
関
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
審

査
委
員
を
務
め
、個
体
審
査
、比
較
審
査
、そ
し
て
序
列
を
決
定
。

審
査
委
員
長
を
務
め
た
五
島
家
畜
保
健
衛
生
所
の
濱
口
所
長

は
「
非
常
に
質
の
良
い
牛
が
多
く
、
私
た
ち
審
査
員
も
悩
み
ま

し
た
。
た
だ
、
飼
養
管
理
の
面
で
、
爪
が
伸
び
す
ぎ
て
い
る
牛

や
栄
養
度
が
高
く
過
肥
気
味
の
牛
が
多
く
い
ま
し
た
。
栄
養
度

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。」
と
講
評
し

ま
し
た
。

長
崎
県
諫
早
市
で
九
月
十
一
日

に
開
催
さ
れ
た
平
成
三
十
年
度
Ｊ

Ａ
長
崎
県
青
年
大
会
に
お
い
て
、

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
福
江
支
部
の
眞
弓

音
政
さ
ん
が
『
あ
た
ん
ま
え
（
あ

た
り
ま
え
）』
と
題
し
て
主
張
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
眞
弓
さ
ん
は

非
常
識
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
時
代
で
、「
農
家
っ
て
儲
か

る
？
」「
農
家
っ
て
楽
し
い
？
」

と
聞
か
れ
た
と
き
に
、「
あ
た
ん

ま
え
よ
」
と
誇
り
と
自
信
を
持
っ

て
当
た
り
前
に
言
え
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
前
日
（
十
日
）
に
行
わ
れ

た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
支
部

混
合
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

地区別和牛共進会、本山地区からスタート
―第15回ごとう農協地区別和牛共進会（本山地区）―

ＪＡ長崎青年大会

1区（若雌の1）：14ヶ月未満
母の母の父
平茂勝
平茂勝
福之国

2区（若雌の2）：15ヶ月以上17ヶ月未満
勝忠平
安平
安福165の9

3区（若雌の3）：17ヶ月以上20ヶ月未満
安平
金幸
第1花国

母の父
金幸
安福久
百合茂

安福久
金太郎3
勝忠平

勝忠平
安福久
安福久

父
金太郎3
金太郎3
平茂晴

平茂晴
安福久
諒太郎

平茂晴
華春福
百合茂

名号
りえこ
ちひろ
ひまわり

ゆらり
はつひめ
りょうこ

えりひら
おりょう3581
ゆりひさ

出品者名
水戸定雄
山口源二
酒井五憲

青山一美
濵出寛治
山口源二

荒木善弘
山口源二
中村酉幸

序列
首席
2席
3席

首席
2席
3席

首席
2席
3席

名誉賞「りえこ号」水戸定雄さん

2区で首席の
「ゆらり号」
青山一美さん

3区で首席の
「えりひら号」
荒木善弘さん

ごとう11
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編
集
後
記

煎茶の美味しい淹れ方
広報誌8月号にて、水出し茶の美味しい淹れ方を紹介しましたが、
今回は白湯で作る美味しい淹れ方を紹介します‼

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：原則年中無休

す
っ
か
り
涼
し
く
な
り
、
過

ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
九
月
は
二
週
続
け
て
三
連

休
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し

た
か
？
私
は
は
じ
め
の
三
連
休

は
友
人
に
会
い
に
福
岡
に
行
き

ま
し
た
が
、
二
週
目
は
特
に
予

定
を
入
れ
る
こ
と
も
な
く
、
家

で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
貴
重

な
連
休
を
有
意
義
に
過
ご
そ
う

と
は
す
る
も
の
の
、
計
画
的
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

『
計
画
的
』
は
広
報
誌
を
作

成
す
る
上
で
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
こ
と
で
す
。
私
が
広
報
誌

の
担
当
に
な
っ
て
か
ら
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
広
報
誌
の
質
は

ち
ゃ
ん
と
上
が
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
も
っ
と
も
っ
と
自

分
色
の
広
報
誌
を
作
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

食
べ
物
が
美
味
し
い
季
節
が

来
ま
す
ね
。
つ
い
つ
い
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、「
体

を
動
か
す
に
も
適
し
た
季
節
で

す
。
食
欲
の
秋
と
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
の
両
立
を
心
掛
け
た
い
で
す
。

（
田
口

愛
望
）

ごとう農業協同組合
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【本店】
〒853‐0041 長崎県五島市籠淵町2450
TEL0959（72）8211 FAX0959（74）5266

【上五島支店】
〒857‐4404 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355‐7

TEL0959（52）2417 FAX0959（43）1955

お湯を小
さめの茶
碗にいれ
て70～
80℃に冷
まします。

1 茶葉を急
須に入れ
ます。
5人分で
約7g

2

茶碗のお
湯を急須
にいれ、
約30秒待
ちます。

3 廻し注い
で急須に
お茶が残
らないよ
うに注ぎ
きる。
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